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■小金井キャンパス（生物システム応用科学府） ■府中キャンパス
JR中央線「国分寺駅」下車、南口 2 番乗場から「府中駅行バス(明星学苑経由) 」
約 10 分「晴見町」バス停下車
京王線「府中駅」下車、北口バスターミナル 2 番乗場から「国分寺駅南口行バス
（明星学苑経由）」約 7 分「晴見町」バス停下車
JR武蔵野線「北府中駅」下車、徒歩約 12 分

JR中央線「東小金井駅」下車、南口徒歩約 8 分、nonowa口
徒歩約 6 分。
JR中央線「武蔵小金井駅」下車、徒歩約20分
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工　学
無機化学　有機化学　化学工学

触媒工学　高分子科学　熱工学

　メカトロニクス　反応工学　情報工学

計算機工学　人工知能　農業ロボット

人間支援ロボット　ロボティクス

エネルギー工学　システム工学

農　学
植物保護科学　植物栄養学・土壌学

応用生物化学　木質科学

地域環境工学・計画学　昆虫科学

応用分子細胞生物学

植物分子および生理科学関連

生命化学　高分子ダイナミクス　

クラスター科学　量子光化学　構造化学　

熱力学　量子力学

分光学　電気工学

理　学

生物機能システム科学



　 自然が何十億年かけて造り上げてきた生物、それは、物質の機能や相互作用、形態や運
動、情報処理、物質やエネルギーの生産など、どのレベルで見ても非常に緻密なシステムを
造り上げています。我々人類の科学技術が高度化し、その生み出そうとするシステムが精緻
化していくにしたがい、生物システム応用科学府のコンセプト、「生物に学び、新しいシス
テムを創造する」は、ますますその重みを増してきます。
　 生物に直結する、農業、バイオテクノロジー、メディカル、食品などの分野では、もちろ
ん、生物機能のより高度な解明とその新しい応用が進められています。しかし、それに留ま
ることなく、新素材や高機能素材を目指す物質科学分野でも、広義のロボティクスという言
葉で代表されるように、メカトロニクス、認識、知能などを扱う機械工学、電子情報工学な
ど多くの分野で、生体に学び、それを超えることを目指して研究が進められています。
　 そして我々の科学技術が次世代に向かって残すべきもの、それは人類が永続的に生存する
ための、環境調和型の循環的な生産システムでしょう。ここでは、生態学やプロセス工学、
エネルギー科学などの研究に基づいた、人類と生物がともにその構成要素となる、大きく、
かつ精緻なシステムの構築が求められます。
　 このようなコンセプトのもとに、生物システム応用科学府には、農学系、工学系、理学系
のいろいろな教員が集結しています。この学府に入学した学生諸君も、多岐の専門分野にわ
たると思います。諸君は、まず自分の専門分野で、優れた研究業績を出すようにして下さ
い。自分の専門分野の確立が、学際性の第一歩です。それと同時に、いろいろな分野の研究
に注意を向け、自分の分野が生物システム応用科学の中でどのような位置づけにあり、どの
ような貢献ができるのかを考えて下さい。学際的視野とは、単なる広い知識ではなく、それ
らと自分との関係から生まれます。また、自分に研究の社会的意義についても目を向けて下
さい。産学連携により、在学中にも実用的な成果を出せるかも知れません。
　 上記の目的を達成するため、生物システム応用科学府には生物機能システム科学専攻、食
料エネルギーシステム科学専攻、共同先進健康科学専攻を設置しています。

生物システム応用科学府の専攻体制

生物システム応用科学府で学ぶ意義

博士前期課程

生物機能システム科学専攻

博士後期課程

食料エネルギーシステム科学専攻

一貫制博士課程（５年）

共同先進健康科学専攻

後期３年課程のみの博士課程

生物システム応用科学府
（BASE）
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生物システム応用科学府　生物機能システム科学専攻の組織

生物機能システム科学専攻

複雑な生物機能に学ぶことで発想される物質生産及び変換、情報処理及び伝

達、環境計測、生体計測、物質循環等に関わる様々なシステムを理解するため

の学問、学術分野を基盤として、農学と工学に係る幅広い実業界で活躍できる

修士人材と、高度な研究力と課題解決力を有し、先導的な研究実施能力を有

する博士人材の養成を目的としております。

「高機能材料」
　・誘電性高分子
　・ワイドギャップ半導体
　・プラズモニクス
　・光触媒／バイオマス触媒
　・ソフトマター

「エネルギーシステム工学」
　・システム解析
　・太陽エネルギー
　・熱エネルギー変換
　・分散エネルギー管理
　・電力需給制御
　・数理最適化

「ロボティクス」
　・センサ工学
　・バイオミメティクス
　・自律移動ロボット
　・ヒューマノイドロボット
　・農業ロボット

「バイオエレクトロニクス」
　・電気化学
　・界面科学
　・生体材料
　・バイオセンサ
　・リキッドバイオプシー

「材料創生」
　・高分子合成
　・エピタキシャル成長
　・イオン液体
　・MEMS
　・反応工学

「電磁波応用技術」
　・次世代高速通信技術
　・大規模シミュレーション
　・無線電力伝送
　・アンテナの開発
　・メタマテリアル
　・不可視イメージング

「資源生物創製科学」
　・植物代謝工学
　・樹木の分子育種
　・植物バイオマスの生物的変換

「バイオマス科学」
　・木質バイオマス資源
　・リグノセルロースの熱化学変換
　・組織形態学
　・有機化学
　・有機発光材料
　・天然高分子

「マルチスケール計測」
　・分子分光
　・反応メカニズム
　・移動現象
　・相変化
　・界面現象

「情報学」
　・ユビキタスコンピューティング
　・情報可視化
　・拡張／仮想／複合現実感
　・自然言語処理
　・データマイニング
　・機械学習

「地盤環境学」
　・分子分光学
　・量子光科学
　・分子ダイナミックス
　・環境汚染解析
　・地球化学
　・分析化学
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課題解決型実演

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

基礎技術演習

Ⅰ・Ⅱ
アドバンストⅠ

セミナー特別研究

特別実験

各コース

専門科目

実践発表

専門

東京農工大学小金井地区事務部学生支援室入学試験係

tnyushi@cc.tuat.jp
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BASEの強み・特徴である農工融合の理念、研究の多様性をPBLに組み入れ、エネル
ギー・環境・食料など地球規模の課題に主体的・協同的に取り組むことができる理系
人材の育成を目指しつつ、学生が主体的・能動的な姿勢で大学院での研究・勉学に取
り組めるよう、意識づけや、思考と行動の習慣化を促すことを目的とする。

物理学・化学・生物学・地学などの各実験での危険行為や、問題が発生した場合の対
処法などのリスク管理を理解することを目標とする。物理学・化学・生物学・地学な
どの各実験での危険行為や、問題が発生した場合の対処法などのリスク管理について
学ぶ。講義は４日間午後の集中講義演習、研究室内安全教育演習等から構成される。

各々の分野で、受講生がスペシャリストとして活躍するために必要な専門技術につい
て、担当教員の研究室の実験装置を使い演習を行う。また、その際に必要となる専門
知識および要求される関連知識について、実習を通して習得する。授業は集中形式で
行う。

学会大会などの公共の場において発表を行うことは、研究成果の公表の場となるだけ
でなく、質疑応答を通して批評が得られ、修士論文作成の質の向上にもつながる重要
なものである。専門性の高い聴衆の前で発表を行うには、それに応えるレベルの高さ
が要求される。同時に、伝えたい内容を時間内で的確かつ効果的にプレゼンテーショ
ンする必要がある。この授業を通して、学会発表にふさわしいプレゼンテーション法
を教授する。

各専門分野に関連する基礎、応用およびトピックスについて、分野の最先端で活躍する
研究者を招いて講義していただく。また理・農・工に関する知識・技術が研究・製造現
場でどのように活かされているのかを実際に見学し、応用技術を実感することで、理農
工関連産業についての理解を深める。

現在のエレクトロニクスに不可欠な薄膜技術に関する基礎科学、すなわち薄膜作製、
評価、応用に関しての講義を行う。

生体モデルとしてブロック共重合体やグラフト共重合体などの特殊構造高分子を取り
上げ、それらが自己組織的に形成するナノ構造、階層構造及び発現する機能について
講義する。

機能性光物質であるメタマテリアルについて学ぶ。誘電体メタマテリアル、メタサー
フェスを中心に、レンズ、ホログラフィ等の光デバイスへの応用について学ぶ。

機械・電気・化学などをはじめとして、広範な分野に深い関連性を持つ化学エネル
ギー工学の基礎をできる限り幅広い視点から講義する。

環境中における有害および栄養元素の動態と生物的機能、ならびに元素の定量定性分
析方法について説明する。

基本的な量子化学に基づいた物質のエネルギーと光吸収条件を説明し、各種分光分析
装置の測定原理と使用法を解説する。

生体分子について有機化学的な視点から理解した後、特にがんにおいて生体分子を計
測する臨床意義を学ぶ。

光の反射、屈折、偏光、ならびに散乱という基本的な物理的性質を説明し、それぞれ
の性質に対応した生物の生態と計測技術への応用について展開する。

人工知能、特にゲームプログラミングの考え方の初歩と、統計、また、主にゲームプ
ログラミングに使われる機械学習である強化学習と、データマイニングにおいてよく
使われる教師なし学習について基礎から学ぶ。

安全な人間-機械インタフェースや効果的な対話的システムを設計したり評価するため
の人間の知覚や認知機能について理解を深める。

エネルギー工学的な視点により、光エネルギー、化学エネルギー、熱エネルギー、電
気エネルギー、運動エネルギー、位置エネルギーなど様々なエネルギーやそのエネル
ギー間の変換技術・原理について学ぶ。また、電力システムの仕組み・原理について
学ぶ。

機械装置を電子化・自動化する際にキーとなるセンサとその関連技術について学ぶ。実
際に使われているセンサのうち代表的なものを例にとり、動作原理を詳しく説明する。

課題解決型演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

基礎技術演習Ⅰ

基礎技術演習Ⅱ

実践発表

アドバンストⅠ～Ⅷ

物質機能設計特論Ⅰ

物質機能設計特論Ⅲ

物質機能応用特論Ⅰ

物質機能応用特論Ⅲ

物質機能分析特論Ⅰ

物質機能分析特論Ⅲ

生体分子化学特論Ⅰ

生体医用フォトニクス特論Ⅲ

生体モデル知覚システム特論Ⅰ

生体モデル知覚システム特論Ⅲ

環境機械システム特論Ⅰ

環境機械システム特論Ⅲ

分　　野 科　　　　　　目 内　　　　　　　容

学際交流科目

融合基礎科目

分野交流科目

専門交流科目

専門基礎科目

開講科目の紹介　生物機能システム科学専攻（前期課程）



知能ロボットシステムの実際の構成を理解・考察する。ヒューマノイドなどの規模の大
きい機械知能システムの構成における各種トピックスに関して、知識と考察ができるよ
うになることを目標とする。

超高感度計測やハイスループット評価など、先進バイオ計測技術の一端を担うマイクロ
化学チップ（マイクロ流体デバイス）について学ぶ。

細胞小器官の構造や機能など、細胞に関する基本的な知識について学んだ後、植物バイ
オマスの主体である細胞壁の化学的、生物学的な特徴について学習する。また、微量要
素として細胞壁に含まれるタンパク質や無機物質の組成や役割についても概説する。

現在のエレクトロニクスに不可欠な薄膜技術に関する基礎科学、すなわち薄膜作製、評
価、応用に関しての講義を行う。

特殊構造高分子の合成法について、最近の研究動向も含めて講義する。併せて構造材
料、感光材料、電子材料への応用について実例を交えて説明する。

メタマテリアルの製作方法に欠かせない微細加工技術について学ぶ。リソグラフィ法、
反応性イオンエッチング、成膜法などについて講義する。

機械・電気・化学などをはじめとして、広範な分野に深い関連性を持つ化学エネルギー
開発工学が実際にどのように使われているか、石油、天然ガス、バイオエタノールなど
を例にとって説明する。

植物と土壌を基盤とする生態系および地球規模での元素の循環について説明する。

電磁波を使った最先端の分析機器（分光法）の原理を説明し、実際にどのように応用されて
いるかを詳しく説明する。電磁波を使うときの検出感度の高め方などについても説明する。

生体分子について有機化学的な視点から理解した後、特にがんにおいて生体分子を計測
する臨床意義を学ぶ。

機械学習の枠組みと、深層学習を使った自然言語処理の現在、また、深層学習を使ったゲー
ムプログラミングの有名な手法であるAlphaZeroについて学ぶ。

人間の知覚や認知機能を活用・拡張する先進的な人間-機械インタフェースや対話的システ
ムについての理解を深める。

システム解析の手法として、システムを数式で表現し目的に応じた最適解を導く数理計画法
は、様々な分野で活用されている。数理計画法で最も重要な線形計画問題の解法を学び、様
々な組み合わせ最適化問題の解法について理解を深める。

各種電子回路を集積化したセンサや、アクティブセンシング、センサフュージョンなど、先端
的な計測のための理論を紹介し、その原理を詳しく説明する。

知能ロボットシステムの実際の構成を理解・考察する。ヒューマノイドなどの規模の大きい
機械知能システムの構成における各種トピックに関して、知識と考察ができるようになるこ
とを目標とする。

超高感度計測やハイスループット評価を実現するマイクロ流体デバイスでは、ミクロな世界
に特有の流体現象が利用されている。そこで、マイクロ流体力学現象を利用した溶液操作技
術を中心に、マイクロ流体デバイスを支える技術について紹介する。

植物、特に植物バイオマスの利用に際して必要な技術の原理や各々の技術の社会的背景等
について学ぶ。また、バイオマス利用に適したエネルギー作物の育種技術の実際や開発途
上にある新しい育種技術の原理などについても学び、植物バイオマスに関する全般的な知
識を習得する。

生体分子化学特論Ⅱ



分　　野

専門融合科目

分野交流科目

生物機能システム科学専攻（後期課程）
科　　　　　　目 内　　　　　　　容

英語によるプレゼンテーションのノウハウを修得するため、主指導教員、副指導教
員、ネイティブスピーカー、留学生などを含めて、国際会議等の（ポスターも含む）
発表を想定して練習を行う。国際会議等での発表を想定し、英語で要旨の作成を行
い、説明ならびに質疑応答を英語でおこない、英語によるプレゼンテーション能力
を高める。

学会大会などの公共の場において英語で発表を行うことは，研究成果の公表の場とな
るだけでなく，質疑応答を通して批評が得られ，博士論文作成の質の向上にもつなが
る重要なものである．専門性の高い聴衆の前で英語で発表を行うには，それに応える
レベルの高さが要求される．そこで，伝えたい内容を時間内で的確かつ効果的に英語
でプレゼンテーションする能力を身につける．

現在のエレクトロニクスを支えるフォトレジスト、絶縁材料、有機半導体を機能材料
として取り上げ、分子設計法、合成法、特性解析法、実用例を講究する。また、それ
ぞれの機能材料内で起こっている化学及び物理現象の詳細を議論するとともに、機能
発現のメカニズムを分子レベルから考察する。

エネルギー変換デバイス用材料として重要な、ワイドバンドギャップ半導体の結晶成
長理論について学ぶ。具体的には、熱力学に基づく理論解析から結晶成長の予測を行
い、実際の実験結果との比較検討、結果の妥当性について考察を深める。

先端のメタサーフェス計測法および理論について学ぶ。フーリエ光学・幾何光学に基
づく設計ができるようになるとともに、適切なシミュレーション技術について学ぶ。

様々な反応における触媒活性の発現機構等の触媒作用理論や触媒解析法を紹介し、特
に新規機能性材料に基づいた触媒の設計・合成法を解説する。機能性物質の構造や性
質等に及ぼす調製法の影響、触媒作用の制御法、触媒解析手法等をより深く理解し、
新規機能性触媒の開発法を学ぶ。

物質と原子・分子との中間に位置づけられる数10から数百個の原子・分子からなる超
分子の生成法、解析法などの基本的な知識を講義する。とくに、分子間相互作用の基
本原理についての知見を得る実験的手法と、超分子に固有な構造、性質、機能につい
て学ぶ。

土壌および環境生態系における物質循環・生物利用・挙動を分子レベルで解説する。
栄養および有害元素が環境中で存在し得る化学状態（酸化数・結合様式）に着目し、
生物への吸収挙動、環境中での循環・運命についての関連性を論じる。また、環境試
料中の元素の化学状態分析に関する各種分析手法についても取り上げ、それらの原理
や実験方法について解説する。

生物は、環境に適応して生存競争に勝ち抜くために、進化の過程でさまざまな能力
を獲得している。高度なタスクを自律的に遂行可能なロボットを開発するために、
生物から学ぶべきことは多い。本講義では、蛾の行動を模倣した匂い源探知ロボッ
トなど、バイオミメティックロボットの先端研究事例を学び、生体機能を工学的シ
ステムで実現するための各種方法を習得する。

持続可能なエネルギーシステム構築に向けて、電力システムに再生可能エネルギーが
大量導入された場合の、電力系統全体の需給運用に関する課題や、配電系統に生じる
問題点等を理解し、電力システム全体における集中エネルギーマネジメントの機能や
住宅・オフィス等の需要家や分散電源における分散エネルギーマネジメントの機能、
またそれらが協調したシステムの必要性について学ぶ。

ロボティクスに関する研究について、最新の研究に関するトップカンファレンス
論文やジャーナル論文をもとに議論する。特に、生物の仕組みに学んだロボット
構成論に関連するトピックを中心に扱う。受講者は、各自、最近３年以内程度ま
たは現在使われているコンセプトのオリジンである論文を読み、それについてプ
レゼンテーションを行い、それをベースにゼミ形式で議論する。これにより、ロ
ボティクス（特に生物システム応用ロボティクス）に関連する研究の最先端につい
て議論する力を涵養する。

電気化学的な生体分子計測の原理を理解するため、ポテンショメトリー、アンペロメ
トリー、クーロメトリー、コンダクトメトリー、インピーダンス計測などについて説
明する。実際にバイオセンサとして用いられている半導体デバイスを紹介し、その作
製法、センサ表面の機能化、計測結果の解釈について講義する。

画像や形状を用いて各種情報を視覚的に伝達することは、広い分野において重要な技
術である。これを種々の分野との関連性の中で調査・分析する。履修者が自身の研究
で得られた実験データ、画像、関連情報などを題材として、様々な視覚的提示方法を
提案し、それぞれの特長や問題点について議論する。

実践英語発表Ⅰ

実践英語発表Ⅱ

物質機能材料開発特論Ⅰ

エネルギー材料システム特論Ⅰ

機能物質設計特論Ⅰ

物質環境設計特論Ⅰ

超分子機能解析特論Ⅰ

分子環境土壌学特論Ⅰ

生命機械システム特論Ⅰ

エネルギーマネジメント特論Ⅰ

生物システム応用ロボティクス
特論Ⅰ

バイオエレクトロニクス特論Ⅰ

視覚情報伝達特論Ⅰ
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概要生物システム応用科学府の観点から、認知について踏まえつつ、自然言語処理の
機械学習やコーパスアノテーションについてプレゼンテーションを通じて学ぶ。

生物、特に植物が具える資源生産能力、より具体的には素材やエネルギー生産に重要
な植物細胞壁の主要成分（セルロース、ヘミセルロース、リグニン）が細胞内外で生
み出される分子メカニズムに関して、基礎的および先端的な知見を講義する。

有機半導体における分子レベルからマイクロメータレベルでの階層構造制御と種々の有
機半導体デバイスの特性との関連について、有機薄膜太陽電池、有機電界発光素子、有
機トランジスタなどについて最新の研究を交えて講義し考察する。

ワイドバンドギャップ半導体の作製手法である気相成長法について、結晶成長装置設
計に必須な熱流動体解析を通じたモデリング、反応管製造設計、化学反応を考慮した
シミュレーションについて学ぶ。

MEMSデバイスの設計について学ぶ。商用化されているデバイスを取り上げケーススタ
ディを通して実用化に向けた課題と対策について学ぶ。

機能物質設計特論Iで学んだ新規機能性触媒の開発法に基づいた触媒開発実例を解説す
る。また、自分の研究に関連する最新な研究・開発動向を調査・発表させ、新規機能
性触媒の開発法に関する理解を深め、自主的に新規機能性触媒を開発できる能力を身
につける。

超分子機能解析特論Ⅰで学んだ超分子に関する構造、性質、機能に基づいて、実際に
超分子がどのように利用されているかを講義する。とくに、超分子固有の機能を統一
的に解釈し、新規機能をもつ物質の開発を目的として、最先端の応用例を紹介し、自
らの研究に役立つ知識を学ぶ。

土壌など環境試料中の元素の化学状態と生物利用・環境中での循環について、最近の
科学論文を取り上げて解説する。具体的な研究事例を取り上げて、元素の化学状態分
析を導入した近年の土壌学、生態学、地球科学の研究動向を紹介する。また、環境試
料中の元素の化学状態分析に関する各種分析手法について詳述し、各自の博士論文研
究における適用可能性について検討・議論する。

生命機械システム特論Iに続き、バイオミメティックスについて学ぶ。生物を模倣したロ
ボットや機械システム、計測システムに関する先端研究事例に関する文献を調査し、そ
の結果に基づいて新たなシステムの提案を行う。与えられた講義内容を学習させるだけ
でなく、自ら考えて研究プロジェクトを企画・立案する過程を経験させることにより、
研究の実施能力を養う。

電力システムの需給バランス調整に貢献する住宅エネルギーマネジメントシステムの
モデル化の手法や、エネルギー需要の予測手法、エネルギー機器の最適運用計画の策
定手法、予測の不確実性に対応した機器の運用アルゴリズム、また、電力システムの
需給運用に関する数値解析の手法について学ぶ。さらに、これらの演習を通して分散
エネルギーマネジメントの評価手法について学ぶ。

生物システム応用ロボティクス特論Ⅰに続いて、関連するトップ論文を読み、その内
容を自分の論文のような形で英語でプレゼンテーションする。他の受講生は英語で質
問やコメントを述べ、英語でのディスカッションを行う。それらの経験をもとに、自
身の研究テーマもしくは他の受講生の研究テーマについてのプレゼンテーションとデ
ィスカッションを行う。

医用利用される電気化学的なバイオセンサの中でも実績のあるイオンセンサ、ガスセ
ンサ、酸素センサ、酵素センサについて学んだ後、最新の研究情報を収集しながらソ
フトマテリアルやバイオマテリアルと組み合わせることで生体内／生体外で適用され
る新しいバイオセンシングについて考察する。

画像や形状を用いて各種情報を視覚的に伝達することは、広い分野において重要な技
術である。これを種々の分野との関連性の中で調査・分析する。視覚情報伝達特論Iで
の内容をさらに発展させ、多様な情報を有機的に組み合わせて提示する方法について
各自提案し、議論する。

視覚情報伝達特論Iの議論を踏まえて、概要生物システム応用科学府の観点から、認知
について踏まえつつ、自然言語処理の機械学習やコーパスアノテーションについてプ
レゼンテーションを通じて学ぶ。

植物細胞壁の主要成分の産生メカニズムを理解した上で、その改変や改良を促す生物
工学的な手法について講義する。既知の研究事例や実用例を題材に、その基本原理、
利点と欠点、改善方法を含めた将来性について深く議論する。

視覚信号処理特論Ⅰ

資源生産制御特論Ⅰ

物質機能材料開発特論Ⅱ

エネルギー材料システム特論Ⅱ

機能物質設計特論Ⅱ

物質環境設計特論Ⅱ

超分子機能解析特論Ⅱ

分子環境土壌学特論Ⅱ

生命機械システム特論Ⅱ

エネルギーマネジメント特論Ⅱ

生物システム応用ロボティクス
特論Ⅱ

バイオエレクトロニクス特論Ⅱ

視覚情報伝達特論Ⅱ

視覚信号処理特論Ⅱ

資源生産制御特論Ⅱ

分　　野

専門応用科目

専門融合科目

科　　　　　　目 内　　　　　　　容
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生物機能システム科学専攻の教員について、各自の研究内容の概略を紹介します。また、研究紹介の後には、教員個人の情報
を紹介しました。番号に対応する項目は次のとおりです。
❶最終学歴　❷称号　❸専門分野　❹研究テーマ　❺電話番号　❻ファックス番号　❼E-mail　❽ホームページ

スタッフ紹介　生物機能システム科学専攻スタッフ

荻野 賢司 教授
Kenji Ogino

　人工的な光合成システムの構築は材料科学
者にとって大きな夢のひとつです。その実現
を目標とし有機光導電性材料に関する研究を
行っております。光導電性とは光合成と類似
の光物理的な過程を経て電気抵抗が変わる性
質のことであり、この性質を利用して光電変
換素子やフォトリフラクティブ（照射光の強度
に応じて、材料の屈折率が変調を受ける）素子

を作製することが現在のターゲットです。材
料に光の波長程度の周期構造を持たせること
で機能分子の持つ特性を最大限に引き出すこ
とができるという信念に基づいて実験を進め
ております。周期構造の構築にはブロック共
重合体のミクロ相分離現象のような高分子の
自己組織性を利用します。

❶東京大学工学部　❷博士（工学）（東京大学） ❸有機材料科学　❹光導電性材料の合成と応用　❺042(388)7404　

❻042(388)7219　❼kogino@cc.tuat.ac.jp　❽http://www.tuat.ac.jp/~oginolab/

銭 衛華 教授
Eika W. Qian

　循環型社会の形成のための環境保全やエネル
ギー資源の有効利用技術の開発を目指して、在
来型エネルギー資源である天然ガス・石油・石
炭といった化石燃料からクリーンエネルギーの
製造や非在来型エネルギー資源であるバイオマ
スから再生可能なエネルギー・資源の製造に関
する触媒・プロセスの研究・開発を行っていま

す。具体的に、ガソリンや軽油等の燃料油の
水素化精製及び石油資源の高度化利用のため
の重質油のアップグレーディング触媒・プロ
セスの開発を行っています。また、触媒・酵
素によるバイオマスからのバイオ燃料及びバ
イオマテリアルの製造プロセス等の新規技術
の開発を行っています。

❶東京農工大学工学研究科　❷博士（工学）（東京農工大学）　❸触媒、エネルギー工学、化学工学　❹化石燃料及
びバイオマスからクリーンエネルギー・資源の製造プロセスおよび触媒の開発　❺042(388)7410　❻042(388)7410　
❼whqian@cc.tuat.ac.jp　❽http://www.tuat.ac.jp/~eqianlab

水内 郁夫 教授
Ikuo Mizuuchi

　様々なタイプのロボットの研究をしてい
ます。世界初の筋骨格型ヒューマノイドを
始め、人に関する知見を学び、それを参考
に色々と考えたロボットを作ります。人の
身体構造に学んで、筋骨格型ロボットや、
バネ・ゴムを組み込んで瞬発力を発揮する
動的制御の研究、空気圧人工筋肉の活用を
研究しています。人の制御に学んで、多体

系システムの運動連鎖の研究、人の操縦上
達過程からの機械学習なども研究していま
す。人の情報処理に学んで、実世界認識、
片付け、農作物収穫、人工知能などを研究
しています。また、人間の心の仕組みに学
んで、ロボットと人との関わりに関する研
究も行っています。

❶東京大学大学院 工学系研究科 機械情報工学専攻　❷博士（工学）❸ロボティクス　❹ロボットの身体構造・制御・

情報処理・人工知能・応用（家庭・厨房・農業・対話・等）　❺042(388)7457　❻　ー　

❼mizuuchi@cc.tuat.ac.jp　❽http://mizuuchi.lab.tuat.ac.jp/
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石田 寛 教授
Hiroshi Ishida

　オスの蛾は遠方から性フェロモンの匂いを
たどり、メスを探し当てることができます。
カニやザリガニは、暗い海底や湖底で鋭敏な
嗅覚を使い、餌を探し出します。私の研究室
では、匂いをたどる生物の行動を模倣し、匂
いやガスの発生源を突き止めるロボットを世
界に先駆けて開発しました。ガス漏れ探知や

危険物探索などの応用を目指し、様々なロボ
ット嗅覚センシングシステムの開発を行って
います。また、センシングした嗅覚情報をバ
ーチャルリアリティシステム上で再現する技
術の開発にも取り組んでいます。関連分野に
おける海外の研究室とも連携しながら、研究
・教育を推進しています。

❶東京工業大学大学院理工学研究科　❷博士（工学）（東京工業大学）　❸ロボティクス、計測工学　❹生物模倣型ロ

ボット、五感情報通信、ケミカルセンサ　❺042(388)7420　❻042(388)7420　❼h_ishida@cc.tuat.ac.jp　

❽http://www.tuat.ac.jp/~h-ishida

赤井 伸行 准教授
Nobuyuki Akai

❶東京農工大学大学院生物システム応用科学研究科　❷博士（学術）（東京農工大学）　❸振動分光学、環境光化学　

❹分子錯体の光反応機構と反応制御　❺042(388)7344　❻042(388)7344　❼akain@cc.tuat.ac.jp　

❽http://www.tuat.ac.jp/~akain/index.html

　現在の地球環境科学では対象となる分子の濃
度分布などを計測するだけではなく、分子が環
境中でどのような化学変化をしていくのかが問
題となっています。たとえ同じ分子であっても
大気中と水溶液中では全く異なる反応性を示す
ことが数多くあり、物質循環モデルを構築する
うえでも個々の反応機構を知ることが必要とさ
れています。そこで、様々の分光法や理論的手

法を用いて、分子や錯体の光反応機構を均一
媒体である気相や、不均一媒体であるエアロ
ゾル・氷/水溶液中など多様な環境条件下で研
究しています。また、複数の分子が会合した
クラスターの幾何構造の違いに依存するよう
な新たな光反応経路の探索も行っています。

藤波 香織 教授
Kaori Fujinami

 スマートフォンを筆頭に鏡や歯ブラシに至る
まで、身の回りのモノに情報処理、計測、出
力、通信機能が組み込まれて実世界と仮想世
界が融合する世界（ユビキタスコンピューテ
ィング環境）が可能になりつつあります。そ
のような世界を意味あるものとするために当
研究室では、入出力装置や情報処理の要素技
術の開発に取り組んでいます。例えば、効果

的な情報提示のための視認性推定と提示制御
技術や、装着型センサによる人間や動物の状
態推定技術、日常物の入出力インタフェース
化、などが挙げられます。また、付加価値生
成や問題解決を目指した先進的な応用システ
ムの提案にも取り組んでいます。研究成果の
蓄積を通じてシステム構成法や評価法の確立
にも挑みます。

❶早稲田大学大学院理工学研究科　❷博士（情報科学）早稲田大学　❸システム情報学、ソフトウェア工学　❹ユビキタ

スコンピューティング、IoT、行動認識、知的ユーザインタフェース　❺および❻非公開希望　❼fujinami@cc.tuat.ac.jp

❽http://tuat-dlcl.org
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村上  尚  准教授
Hisashi Murakami

　次世代、次々世代のエネルギー変換デバイス、
いわゆるパワーデバイス用のワイドバンドギャ
ップ半導体材料（GaN, Ga2O3, AlN, InGaN混晶
等）に関する研究開発を行っています。金属塩
化物を前駆体とする気相成長により、高純度・
高品質の半導体結晶を高速で成長する方法の探
索を行い、将来のエネルギー問題解決やカーボ

ンニュートラルへの貢献を目指しています。
具体的には、熱力学をベースとする結晶成長
挙動の予測や流体力学計算を利用した反応管
設計、またそれを具現化した結晶成長装置の
構築・成長実験を通して、効率的に新規の半
導体材料開発・研究の推進を行っています。

❶東京農工大学大学院工学教育部　❷博士（工学）（東京農工大学）　❸結晶工学、半導体工学　❹ワイドバンドギャ

ップ半導体結晶成長、創・省エネルギーデバイス用材料開発　❺042(388)7035　❻042(633)4828　

❼murak@cc.tuat.ac.jp　❽http://murakamilab.jpn.org/

古宮  嘉那子 准教授
Kanako Komiya

　コンピュータを使って、言葉の研究を行っ
ています。専門的に言うと、人工知能の研究
に含まれる、自然言語処理という研究分野で
す。大量のデータ（問題集）をコンピュータ
に与えて、規則性を発見し、新しい問題を解
けるようにする技術、「機械学習」を使って
実現していきます。当研究室では、特に、言
葉の意味を文脈によって理解させたり、欲し

い情報を抽出したりするタスクを対象に研究
を行っています。また、ある分野についてあ
まりデータがないときに、別の近い分野の知
見を転用、併用して低リソースで精度の高い
システムを作成する研究をしています。例え
ば、新聞のデータを利用したブログのデータ
用のシステムや、現代文のデータを用いた、
古文用のシステムなどを作っています。

❶東京農工大学工学研究科　❷博士（工学）（東京農工大学）　❸人工知能、自然言語処理、機械学習　❹語義曖昧

性解消、情報抽出、領域適応、転移学習　❺042(388)7406　❻042(388)7219　❼kkomiya@go.tuat.ac.jp　

❽http://web.tuat.ac.jp/~komiya/main.html

准教授池上 貴志
Takashi Ikegami

　太陽光発電や風力発電など再生可能エネルギ
ーを電力システムに大規模に組み込むことが期
待されています。電気エネルギーは大量に蓄え
ることが難しいため、電気の使用量に合わせて
発電量を調整する必要があります。しかし、気
象条件により発電量が大きく変動する太陽光・
風力発電が大量に普及すると、電力システムを

安定的に運用するのが難しくなります。私の
研究室では、電力システムの運用に適した再
生可能エネルギー発電の制御方法の開発や、
住宅等における電力消費量を制御する手法の
開発を行っています。また、そのような仕組
みを社会に組み込むための制度設計を行い、
システム評価の研究を行っています。

❶東京大学大学院工学系研究科　❷博士（工学）（東京大学）　❸エネルギーシステム工学　❹分散エネルギーマネジ

メントシステム、再生可能エネルギー大量導入時の電力需給調整制御　❺042(388)7435　❻042(388)7435　

❼iket@cc.tuat.ac.jp　❽https://web.tuat.ac.jp/~ikegami/
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橋本 洋平 准教授
Yohei Hashimoto

❶ノースカロライナ州立大学　❷Ph.D.（ノースカロライナ州立大学）　❸地盤環境学　❹土壌中の有害・栄養元素の

環境動態と生物可給性　❺042(388)7276　❻042(388)7276　❼yhashim@cc.tuat.ac.jp　

❽http://www.tuat.ac.jp/~soilchem/index.html/

　土壌中の栄養や有害元素を分子レベルで分

析し、どのような化学状態で存在しているの

かについて研究しています。植物や微生物が

土壌から元素を取り込むためには、その元素

が土壌中で溶解している必要がありますが、

その溶けやすさを決めるのが元素の化学状態

です。例えば、有害金属で知られるヒ素は、5

価の「ヒ酸」よりも3価の「亜ヒ酸」の化学状

態で存在している方が、環境中で移動しやす

く、毒性も高いです。元素の化学状態が分か

れば、生物や環境中における毒性や吸収につ

いてのメカニズムの解明につながります。私

たちは分子レベルで土壌や水中の元素状態を

分析し、環境中での元素の動態や、環境修復

技術の開発に取り組んでいます。

岩見  健太郎  准教授
Kentaro Iwami

❶東北大学大学院工学研究科　❷博士（工学）（東北大学）　❸マイクロナノシステム、光工学　

❹メタマテリアル・メタサーフェスを利用した光マイクロナノシステム　❺　ー　❻　ー　

❼k_iwami@cc.tuat.ac.jp　❽https://nmems.lab.tuat.ac.jp

　光波長よりも小さなスケールで物質を加

工すると、その屈折率を自在に制御できる

ようになります。このようにして作られた

物質はメタマテリアルと呼ばれ、光の状態

を多様に変換し、新たな機能を引き出すこ

とが可能となります。当研究室では、精密

に設計されたメタマテリアルを応用して、

極薄高機能レンズや立体映像技術（ホログ

ラフィ）、マイクロセンサなどへの応用を

研究しています。これらの実現により、量

子技術から分析・計測、バイオ応用まで幅

広い領域での破壊的イノベーションを目指

します。

梶田 真也 教授
Shinya Kajita

❶東京農工大学大学院農学研究科　❷博士（農学）（東京農工大学）　❸植物工学、細胞工学　❹植物生体成分の生成

メカニズムの解明とその応用　❺042(388)7391　❻042(388)7391　❼kajita@cc.tuat.ac.jp　

❽http://www.tuat.ac.jp/~kajita

　植物は、人間のように移動しながら生育す

る環境を変えることができないため、内的・

外的な環境の変化に対応する特異な機能を進

化させてきました。生育環境に適した個体の

形づくり、劣悪な成育環境下で受けるストレ

スへの応答、病虫害に対する防御など、植物

独自の形態形成機能や自己防衛手段を持って

います。このような植物特有の機能の発現メ

カニズムを明らかにすることを通じて、我々

が直面する環境・資源問題を解決するための

糸口を見出したいものです。私たちの研究室

では、植物細胞の持つ多様な物質代謝機能を

解析し、環境浄化に貢献する植物やバイオマ

スの資源化に寄与する樹木など、新しい植物

の開発をめざしています。
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有馬  卓司 教授
Takuji Arima

　電磁波を用いてより豊かな生活を実現するた
めに、電磁波の基礎から応用まで幅広い研究を
行っています。基礎研究としては，電磁波の特
性をコンピュータ内で再現するシミュレーショ
ン技術の開発を行っています。電磁波のシミュ
レーションが精度良く行えれば、実験の必要が
なくなり、費用や時間の面で大きなメリットが
あります。また、電磁波を効率よく放射・受信

するにはアンテナが欠かせません。アンテナの
開発もシミュレーション技術を活用して行って
います。応用研究としては、電磁波に対して、
これまで自然界には存在しない特性を示す構造
の開発を行っています。このように、電磁波の
シミュレーション技術をコアとし、低い周波数
から高い周波数まで電磁波に関する幅広い研究
を行っています。

❶東京農工大学 大学院　❷博士（工学） ❸電磁波工学　❹電波のシミュレーション、アンテナ開発、メタマテリアル

❺042(388)7441　❻　ー　　❼t-arima@cc.tuat.ac.jp　

❽https://kenkyu-web.tuat.ac.jp/Profiles/4/0000369/profile.html

髙田  昌嗣 助教
Masatugu Takada

　持続可能な社会の構築に向け石油代替資源と
して注目されている、木質バイオマス資源から
のエネルギー及び有用物質の創製に向けて研究
しています。中でも、地球上で最も賦存量の多
い芳香族高分子でありながら、複雑な化学構造
と細胞壁での不均一な分布により、十分に利用
されていないリグニンに着目し、組織形態学と
化学を融合したトポ化学的発想を軸とする独創

的な研究を展開しています。例えば、超（亜）
臨界流体技術を用いた熱化学処理によるリグニ
ン分解挙動の解明や、バイオ燃料の創製、リグ
ニンからの発光材料の創製など、農学・工学・
エネルギー科学の研究分野で培ってきた多角的
な研究背景を融合させ、革新的かつ創造的な研
究の創出を目指しています。

❶京都大学大学院エネルギー科学研究科　❷博士（エネルギー科学）（京都大学）　❸バイオマス科学

❹木質バイオマスの熱化学処理による有用物質の創製、脱リグニンのトポ化学　❺042(388)7391　❻042(388)7391　

❼takada-masatsugu@go.tuat.ac.jp　❽http://web.tuat.ac.jp/~kajita/home.html

田畑  美幸 講師
Miyuki Tabata

　長寿・健康に対する人々の関心が高まってい
る背景に加え、稀少疾患や難治疾患の治療法の
確立も社会的に重要であり、疾病を特異的に検
出する検査法や小型診断デバイスの開発が期待
されています。特にがんのプレシジョンメディ
シンにおいてはリキッドバイオプシーが注目さ
れています。医療従事者以外でも簡便に扱える
リキッドバイオプシープラットフォームの開発

を目指し、医療/生命科学の知識と半導体技術
を融合し、生体分子を電気化学的に計測する
バイオセンサの創製に取り組んでいます。健
康長寿社会が抱える課題を解決するデバイス
作りを目標にしており、情報や通信技術と組
み合わせることでスマート社会における新た
な社会基盤の構築を推進します。

❶筑波大学大学院数理物質科学研究科　❷博士（工学）（筑波大学）　❸電気化学、界面科学

❹電気化学的な手法を用いたバイオセンサの開発　❺042(388)7147　❻　ー　

❼tabata-bsr@go.tuat.ac.jp　❽https://sites.google.com/go.tuat.ac.jp/tabatalab/home
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秋澤 淳 教授
Atsushi Akisawa

❶東京大学大学院工学系研究科　❷博士（工学）（東京大学）　❸エネルギーシステム分析　❹省エネルギー、熱の多

段階利用システム、太陽エネルギー利用　❺042(388)7226　❻042(388)7226　❼akisawa@cc.tuat.ac.jp　

❽http://www.tuat.ac.jp/~akilab

　エネルギーや資源は限られているため最も効
率的に利用することが地球温暖化問題などの長
期的な視点から要請されています。一方で様々
なエネルギー技術の開発が行われていると同時
に、市場の規制緩和などのエネルギー政策も大
きく変動しています。このような多様なオプシ
ョンの元で最も望ましい状態を明らかにすると

ともに、種々の外部要因がもたらす影響を評価
する研究がシステム分析です。私の研究室では
最適化型モデルを用いた手法により、コジェネ
レーションなどの熱の多段階利用に基づく省エ
ネルギー技術や省エネルギー政策の評価に関す
る研究を行っています。また、その一環として
排熱駆動冷凍機の応用も研究しています。

富永 洋一 教授
Yoichi Tominaga

❶東京農工大学大学院工学研究科　❷博士（工学）（東京農工大学）　❸高分子機能、電気化学　❹固体高分子電解質

の創製と用途開拓　❺042(388)7058　❻042(388)7058　❼ytominag@cc.tuat.ac.jp　

❽http://www.tuat.ac.jp/~tominaga/

　電解液に依存する既存のLiイオン二次電池に
代わり、引火や爆発などの危険性が少なく、成
形加工性に優れ、薄膜軽量化が可能な次世代電
池に注目が集まっています。当研究室では、電
解液やゲル状電解質に匹敵する速いイオン移動
が可能な固体高分子電解質（SPE）の創製に挑
んでいます。SPEの高イオン伝導化が実現すれ
ば、折り曲げ可能な電池や使用環境に依存しな

い燃料電池など、次世代電源の実用化が期待
されます。さらに、永久帯電防止材料などSPE
の用途開拓についても検討しています。当研
究室では、二酸化炭素の有効利用、機能性無
機材料との複合化、ポリマーブレンドによる
構造制御など、新しい高分子の合成やイオン
伝導度の改善技術の開発を通じ、SPEによる新
電池の実用化を目指しています。

梅澤 泰史 教授
Taishi Umezawa 

❶筑波大学大学院農学研究科　❷博士（農学）（筑波大学）　❸植物分子生物学、植物生化学　❹植物の環境応答の分

子メカニズム解明　❺042(388)7364　❻042(388)7364　❼taishi@cc.tuat.ac.jp

❽http://www.tuat.ac.jp/~umelab/jp/index.html

　温暖化や干ばつ等の地球環境問題は、世界の
農業生産に影響を与えています。今後の持続的
な食糧生産のために、環境変化に耐える農作物
の開発が求められています。私たちの研究室で
は、植物がいかにして環境の変化を感知し、そ
の情報をどのように処理しているのか、といっ
た基本的なメカニズムを研究しています。植物
細胞内における遺伝子レベル、タンパク質レベ

ルでの現象を捉え、シグナル伝達機構を解明
することが目的です。このように基礎的な研
究を行う一方で、その成果を実際に応用して
環境耐性植物を作出することにも挑戦します。
研究材料としては、モデル植物のシロイヌナ
ズナを中心に、イネやマメ科作物等も扱う予
定です。
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一貫制博士課程である「食料エネルギーシステム科学専攻」担当教員も「生物機能システム科学専攻」と連携しており、
本専攻の指導教員として選択できます。



  豊田 剛己 教授
Koki Toyota

❶名古屋大学大学院農学研究科　❷博士（農学）（名古屋大学）　❸土壌微生物学、微生物生態学、生物防除　❹土壌

中における微生物の種類と働き　❺042(388)7915　❻042(388)7915　❼kokit@cc.tuat.ac.jp　

❽http://www.tuat.ac.jp/~toyoda/

　世界の人口が急増しています。増え続ける
人口を支えるには食糧生産の増加が急務であ
り、地球温暖化、土壌劣化等の地球規模の環
境問題を考慮すると、如何に持続的にこの緊急
課題を克服するかが重要です。持続的農業生産
システムの確立・向上を究極の目的とし、以
下のことに大きな関心を持っています。農業
生産には収奪が伴いますから、持続的な農業

を維持するには、堆廐肥等何らかの有機物を
施用することが必須です。有機物連用土壌を
一つのシステムと捉え、細菌やカビ、原生動
物といった微生物、土壌動物を含めた生物間
相互作用を明らかにし、微生物的側面からシ
ステムの安定性、生産性について考えていき
たいと思っています。

西舘 泉 准教授
Izumi Nishidate

　私たちの体は大きさや機能の異なる多くの
細胞により構成され、メラニンやヘモグロビ
ンなどに代表される、生命活動に不可欠ない
くつかの色素蛋白を含んでいます。例えば皮
膚に光を当てると、その一部は体内に入り込
み、細胞組織や色素により散乱、吸収されま
す。この生体と光の相互作用は組織構造や色

素の種類、状態により異なる分光（スペクト
ル）特性を示すことが知られています。私の
研究室ではこの生体の分光特性を積極的に利
用することで生体組織の機能情報を非侵襲的
に計測する方法について理論的及び実験的な
検討を行なっています。

❶室蘭工業大学大学院工学研究科　❷博士（工学）（室蘭工業大学）　❸生体機能分光、メディカルフォトニクス

❹分光法による生体機能計測に関する研究　❺042(388)7065　❻042(388)7065　❼inishi@cc.tuat.ac.jp　

❽http://www.tuat.ac.jp/~bmp-mpg/index.html

Kazuya Nakata

 光機能性材料は、光エネルギーを電気エネル
ギーへと変換したり、センサーやフィルターと
して利用されるなど、様々な場面で役に立って
います。当研究室では、光エネルギーを化学反
応エネルギーへと変換する光機能性材料を開発
し、それが誘導する化学反応を利用した環境汚
染物質や有害微生物の除去、およびありふれた
資源から化学品や薬剤などの有用物質（ソー

ラーケミカル）を作り出すことなどを研究し
ています。また、光機能性材料を利用して、
宇宙環境で暮らすための環境維持および資源
利用技術の開発を行っています。当研究室は、
地球や宇宙において無尽蔵に存在する光エネ
ルギーを利用できる光機能性材料を武器にし
て、化学や生物の知識を融合的に活かした基
礎および応用研究を進めています。

❶東京都立大学理学部　❷博士（理学部）（東京都立大学）　❸材料科学　❹機能材料の合成と応用

❺042(388)7767　❻042(388)7767　❼nakata@go.tuat.ac.jp　❽http://web.tuat.ac.jp/~nakatalab/

中田  一弥  准教授
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鈴木 丈詞 准教授
Takeshi Suzuki

❶神戸大学大学院自然科学研究科　❷博士（農学）（神戸大学） ❸植物ダニ学，昆虫生理学，環境調節工学　❹環境・

天敵・遺伝子に着目した総合的害虫管理技術の開発　❺042(388)7278　❻なし　❼tszk@cc.tuat.ac.jp　

❽http://www.tuat.ac.jp/~tszk/index.html

　全世界の農作物収量の約3割は有害生物によ
って消失し、昨今の食糧不足に拍車をかけて
います。この問題を解決するため、特に防除
が難しい微小害虫を対象とし、環境・天敵・
遺伝子に着目した総合防除技術の開発を進め
ています。最近の主な研究テーマは、「物理
環境調節による殺虫・制虫」、「天敵の有効

利用」および「RNAを有効成分とした次世代
農薬の開発」です。モットーは、組み合わせ
の妙を楽しむことです。農学と工学の手法を
組み合わせ、世界の農業に貢献し、かつ、サ
イエンスとして面白い研究を進めていくこと
を目標にしています。

稲澤 晋 教授
Susumu Inasawa

　化学反応や分散液の乾燥は、産業で頻繁に
使われています。高い生産速度でモノを作る
ことは、産業上、非常に重要です。しかし、
単純に反応や乾燥の速度を上げると、得られ
る製品（生産物）の質に悪影響を及ぼすこと
がほとんどです。如何に、品質を一定に保ち
ながら、生産速度を上げるか。現実的な課題
です。当研究室では、気相反応でのシリコン

材料の合成や、塗布液膜の乾燥過程を取り上
げ、それぞれの速度過程でどのように固体シ
リコンや膜が出来るのか、構造は何で決まる
のか、などのメカニズム解明に取り組んでい
ます。現象を支配するルールを理解し、もの
づくりの現場に役立つ解決法の提案につなげ
ることが研究の主眼の一つです。

❶東京大学大学院工学系研究科　❷博士（工学）（東京大学）　❸反応工学、反応と乾燥の速度論、ナノ材料　❹反応

や乾燥での固体/固体膜の形成メカニズム　❺042(388)7105❻042(388)7105　❼inasawa@cc.tuat.ac.jp　

❽http://www.tuat.ac.jp/~inasawa
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●様々な分野で幅広く活躍中です

●令和 4 年度博士前期課程修了者68名の進路・就職先

BASE博士後期課程進学：4 名
他大博士課程進学：2 名

就　　　　　　職：57 名
　内　訳
　企業等の研究職・技術職：57 名

物 理 分 野

総合電機産業
計測制御機器産業
ソフトウェア産業
コンピュータ産業
ロボット・FA産業
情報通信システム産業

ファインケミカル産業
化学産業
半導体産業
環境エネルギー産業
重機・プラント産業
国際開発協力

プラント・エンジニアリング
電子機器産業
精密機械産業

医療機器産業

大学
各種研究所
公官庁

化粧品産業

農・医薬品産業
電力産業

紙・パルプ産業
環境保全・開発

食品産業
水産資源産業

生 物 分 野化 学 分 野

金田　浩明

（2020年3月博士前期課程修了）
勤務先：東ソー株式会社
所属： 南陽事業所 機能材料製造部

高品質なゼオライトを、安全かつ
効率的に大量生産しています。
1日数トンの生産を実施し、小さ
な工夫で1回製造につき数百万
円以上の収益性向上を実現でき
る、スケールの大きな仕事です。

鈴木　郁海

（2021年3月博士前期課程修了）
勤務先：出光興産株式会社
所属：電力・再生可能エネルギー事業部 
火力電源課

バイオマス発電所で技術検討を
行っています。
脱炭素社会の実現に向けて再
生可能エネルギー電源による
電力の安定供給実現に向けて日
々業務に取り組んでいます。

板橋　智彦

(2017年度修士課程修了）
勤務先：DOWAホールディングス株式
会社  在籍
エコシステム山陽（株）出向  操業一課

産業廃棄物の中間処理工場で
勤務しています。メーカーから排
出される多種多様な産業廃棄物
を、確実かつ安全に焼却処理で
きるよう設備増強や操業改善を
行っています。

主な就職先（順不同）
ソニー株式会社、ライオン株式
会社、住友ケミカルエンジニア
リング株式会社、三菱ガス化学
株式会社、パナソニック株式会
社、株式会社日立情報通信エン
ジニアリング、セイコーエプソ
ン株式会社、東洋紡株式会社、
帝人株式会社、三菱ケミカル株
式会社、東洋製罐株式会社、パ
ナソニックデバイスコンポーネ
ント株式会社、凸版印刷株式会
社、ブリヂストン、日立造船、
八王子市役所、日本電気株式会
社、株式会社デンソー、株式会
社NTTデータニューソン、日東
紡績株式会社、コニカミノルタ
株式会社、三菱電機エンジニア
リング株式会社、NECソリュー
ションイノベータ株式会社

イタバシ　トモヒコスズキ　   イクミカネダ　  ヒロアキ

将来の進路
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●図書館

●科学博物館（本館）

●先端産学連携研究推進センター

●学術研究支援総合センター

●機器分析施設

●生物システム応用科学府

●140周年記念会館（エリプス）

●総合会館（工学部生協）

１Fにはレストラン、２F～３Fには会議室や多
目的ホールがありまた環境・省エネに配慮した
施設でもあります。（写真左の建物）

先端産学連携研究推進センターでは全学的な研究戦略の提案、実行を担っていた
旧研究戦略センターと産学連携等によるイノベーションのための取組みを担っ
ていた旧産官学連携・知的財産センターが平成25年4月に統合され、設置され
ました。本学の研究や教育の質の向上のため、⑴人材・組織戦略⑵研究資金戦略
⑶研究基盤戦略⑷知的財産戦略の四つの分野に目標を立て活動しています。

工学部の前身である農商務省農務局蚕病試験場の参考
品陳列室として、明治19（1886）年に創設された博物
館です。大学附属の専門博物館という使命から、学術
的価値のある資料が多く集められており、その時代に
おいて、学生の教育上あるいは、産業界の指導的役割
を果たした資料多数が収蔵されています。

府中地区に府中図書館、小金井地区に小金井図書館が
設置されています。業務をすべて電算化しOPAC（オン
ライン蔵書目録）では約26万冊の図書及び約 1 万 2 千
タイトルの雑誌の所蔵検索が可能です。

本学の学術研究の総合的な推進支援機能の整備・充実
を図り、教育研究の進展に資することを目的として、
平成20年４月に学内の共同利用施設であった遺伝子実
験施設と機器分析センターを統合して発足しました。
（写真は遺伝子実験施設です。）

●保健管理センター

●管理棟（CUBE)

●総合情報メディアセンター

キャンパスライフ

学術情報コンテンツの作成、保存、保守及び情報発信
を行うためのプログラムの開発をする「高度研究基盤
分野」と、高品質ネットワークシステムの設計、大規
模情報データ処理技術の高度化に関する研究及びＩＴ
スキルアップ教育法に関する研究を行う「情報技術
基盤分野」の２つの構成された教員組織となってい
ます。



東京農工大学 大学院

GRADUATE SCHOOL OF BIO-APPLICATIONS & 
SYSTEMS ENGINEERING (BASE)

2023

キャンパス所在地略図

東京農工大学大学院

生物システム応用科学府
ホームページ：http://www.tuat.ac.jp/base/

〒184－8588　東京都小金井市中町2-24-16
TEL：042-388-7173（直）
FAX：042-388-7013
E-mail：basejimu@cc.tuat.ac.jp

■小金井キャンパス（生物システム応用科学府） ■府中キャンパス
JR中央線「国分寺駅」下車、南口 2 番乗場から「府中駅行バス(明星学苑経由) 」
約 10 分「晴見町」バス停下車
京王線「府中駅」下車、北口バスターミナル 2 番乗場から「国分寺駅南口行バス
（明星学苑経由）」約 7 分「晴見町」バス停下車
JR武蔵野線「北府中駅」下車、徒歩約 12 分

JR中央線「東小金井駅」下車、南口徒歩約 8 分、nonowa口
徒歩約 6 分。
JR中央線「武蔵小金井駅」下車、徒歩約20分
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成田空港

小金井キャンパス

府中キャンパス

JR成田エクスプレス

JR山手線

JR中央線

JR武蔵野線

京王電鉄 京王線

東京モノレール




